
～  構 成 団 体  ～
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
こくみん共済ｃｏｏｐ
県生活協同組合連合会

̶発　行　所̶
長崎県労働者福祉協議会
〒850 - 0031
　長崎市桜町９̶６
長崎県勤労福祉会館内
☎095-811-6131

roufuku-nagasaki@io.ocn.ne.jp
発　行　日　隔 月 １ 日
発行責任者　松 村 章 嗣

な が さ き 労 福 協 第 190 号　⑴ 2023年８月1日

　長崎県労働者福祉協議会（以降、県労福協）は7月28
日（金）、長崎市のサンプリエールにおいて、「2023年度
各地区会長・事務局長会議（合同）」を開催しました。
会議には各地区より参加があり、定期総会で決定した
2023年度活動方針の具現化に向け、年間活動を含め、
各種の取り組みについて確認しました。
　また、九州ろうきん長崎県本部、こくみん共済coop
長崎推進本部からは、2022年度の概況、2023年度の
進捗状況に関する報告のほか、事業計画達成に向けた
事業推進への協力要請が発せられました。
　会議終了後には、長崎県より、「地方創生への取り組
み」をテーマに講演を受け、人口減少が著しい長崎県
の現状と課題、将来推計について認識を深めるととも
に、長崎県の地方創生に向けた総合戦略について説明
を受けました。説明を受けた後、意見交換を行ったと
ころ4名の方から、①県が実施している「奨学金返済支
援アシスト事業」について対象者・業種の拡大を含め、
ケースに応じた弾力的な運用も検討すべきでは、②人口
減少は全国的な問題であり、他の地域の成功事例に基
づき検討を強化すべき、③第一次産業への自治体の支
援強化を、④地元に定着させるためには収入面の補完が
大切であり、副業ができる環境整備が急務では――等
の意見が披歴されました。
　直面する人口減少という大問題は、社会保障等を通
じて互いに社会を支え合う連帯のあり方に警鐘を鳴らし
ており、労働組合活動、福祉事業団体の事業にも大き
な影響を及ぼします。労福協としても避けられない重要
な課題として捉え、今後も引き続き、学びと具体的な取
り組みについて検討を重ねていきます。

　   各地区労福協定期総会を各地で開催 ―！
　5月19日に開催された長崎県労福協第41回定期総会以
降、各地区で、2022年度活動の総括（決算含む）と
2023年度方針（予算含む）の確認に向け、以下の日程で
定期総会が開催されました。

各地区会長・事務局長会議（合同）を開催しました！
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2023年度活動方針に基づく具体的な取り組みを確認！
九州ろうきん、こくみん共済coopの事業推進に向け連携強化を確認！
長崎県より、著しい人口減少の現状・要因と人口減少の将来推計について説明を
受け、長崎県の「地方創生に向けた取り組み」について認識を揃えました。

※長崎地区と諫早地区では、総会終了後に労福協の歩みと活
動について講演を実施しました。

地区
長　崎
佐世保
北　松
島　原
諫　早
大　東
上五島
五　島
壱　岐
対　馬

開催日
6月21日（水）
7月18日（火）
7月 5 日（水）
7月 7 日（金）
7月 5 日（水）
7月14日（金）
7月14日（金）
7月14日（金）
7月21日（金）
7月 6 日（木）

場　所
九州ろうきん会議室
労働福祉センター
たびら活性化施設
九州ろうきん会議室
勤労者福祉会館
勤労者センター
石油備蓄記念会館
はたなか
壱岐振興局別館
対馬市交流センター
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１．九州ろうきん長崎県本部は、2023年９月1日
（金）に「第〇回全県推進委員交流集会」の開催を
予定しています！○に入るのは何でしょうか？

２．長崎県労生協第●●回通常総代会・こくみん
共済coop〈全労済〉長崎推進本部第●回組合員
代表者会議が2023年7月27日（木）に開催され
ました。●の数字をお答えください。

○答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・電話番号・
職場名を明記し県労福協へ送付してください。
○締切日は2023年9月19日(火)(当日消印有効)
○当選者の方に「お楽しみプレゼント」をお送りし
ます。正解者多数の場合は抽選となります。
○送り先　〒850-0031　長崎市桜町９-６
　長崎県労福協クイズ係　ＦＡＸ（095）811-6132
○前月号当選者発表（敬称略）
　正解：1.「夢」　2.「6月1日」
　以下の方々が当選されました。
　濱本　一歌　　堤　由美子　　村上　勝治
　江藤　勝也　　都留　　孝　　田口　直喜
　岡崎　喜夫　　畑原　泰仁

第134回
労福協

事務局より

☆書損ハガキ、使用済切手を労福
協事務局までお送りください。
☆8月14日（月）～16日（水）、労
福協の事務所（ライフサポート
センター含む）を閉局します。

◇高等教育費の漸進的無償化と負担軽減を考える
シンポジウムのご案内――
2023年9月14日（木）YouTubeLiveにて生配信！

配信開始17：30　終了20：00（予定）

※一般公開で事前申し込みは不要です。ＱＲコードから
アクセスを！

中央労福協「全国研究集会ｉｎ愛媛」に参加し
ました！

　6月9日（金）、「2023全国研究集会in愛媛」が、愛媛県
松山市の松山市民会館で開催され、長崎県労福協より3
名が参加しました。集会は、Hybrid開催で、会場参加
は224名、YouTubeLive生配信視聴は303回を記録しま
した。
　トークセッションでは、労福協が抱える悩みをはじめ、
若い世代の率直な声を共有するとともに、次世代へのリ
レー、すなわち、若者世代とどのようにつながっていく
かについて意見交換を行いました。ファシリテータの「や
の　ひろみ」氏は、「みんな違って当たり前。若い世代と
つながるためには、まずは自分の扉をフルオープンして
いこう」と結びました。次世代育成は共通する課題です。
人生観や価値観の違いを素直に受け止め、ひざを突き
合わせた話し合いが必要かもしれません。
　また、集会ではイラストやテキストを用いて議論の経
過をリアルタイムで可視化する「デジタルグラフィックレ
コーディング（グラレコ）」が導入されました。
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̶̶ 将来の備えに向けたご相談は“ろうきん”へ ̶̶
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長崎県労働者生活協同組合第68回通常総代会 

こくみん共済 coop＜全労済＞長崎推進本部第７回組合員代表者会議開催報告 
【開催日】2023年7月27日（木） 【場所】ホテルニュー長崎 

2023年7月27日（木）に、ホテルニュー長崎において「長崎県労働者

生活協同組合第68回通常総代会・こくみん共済 coop＜全労済＞長崎推進

本部第７回組合員代表者会議」を開催いたしました。  

今年度の通常総代会および組合員代表者会議では、新たな役員体制や

2022年度活動報告、2023年度活動計画（案）などの議案を総代および組

合員代表者の皆さまに確認いただき、全議案についてご承認いただきま

した。 

ご出席いただきました来賓・総代の皆さまに厚く御礼申し上げます。 

4223W001 

長崎労生協 長崎推進本部

代 表 理 事
理 事 長

本 部 長 吉 次 博 之 三菱重工グループ労働組合連合会長崎地区本部

専 務 理 事 事 務 局 長 石 田 正 之 こくみん共済 coop

寺 脇 克 典 三菱重工グループ労働組合連合会長崎地区本部

野 原 秀 昭 西肥自動車労働組合

石 橋 剛 史 全日通労働組合長崎県支部

岩 永 豊 長崎交通労働組合

長 田 徳 幸 三菱電機労働組合長崎支部

堀 江 信 也 九州電力労働組合長崎支部

宮 本 洋 自治労長崎県本部

大 田 保 則 佐世保重工労働組合

野 口 治 郎 全駐留軍労働組合長崎地区本部

入 江 良 美 連合長崎　諫早島原地域協議会

山 本 大 SUMCO TECHXIV ユニオン

本 多 典 雄 島原鉄道労働組合

荒 瀬 智 幸 大島造船労働組合

井 手 教 博 ＮＴＴ労働組合長崎分会

縄 本 恵 太 佐世保重工労働組合

平 野 忠 司 長崎県平和運動センター

平 山 繁 雄 長崎県退職者連合

加 世田 和志 長崎地区労働組合会議

佐 藤 圭 介 長崎県建設産業労働組合

山 口 誠 治 長崎バスグループ労働組合

監 事 長 真 﨑 光 幸 長崎電気軌道労働組合

川 内 ひ ろこ 日本郵政グループ労働組合長崎連絡協議会

堀 江 寿 幸 エレナ労働組合

出身団体名氏名

理 事

代 表 委 員

監 事

役員区分

長崎県労働者生活協同組合 
こくみん共済 coop＜全労済＞長崎推進本部 

（敬称略） 

2023年度長崎推進本部活動計画の基本的な考え方 

（1）マイカー共済・住まいる共済・団体生命共 

  済・こくみん共済を重点共済として、共済利用 

  の拡大に取り組みます。 
 

（2）「火災共済・自然災害共済2024年４月商品改 

  定」にむけて、協力団体・共済代理店への事前 

  説明や組合員への満期更新対応を丁寧にすすめ 

  るとともに、拡充する保障内容を訴求した新契 

  約推進も強化します。 
 

（3）お役立ちＤＸとデジタル技術の活用（公式ア 

  プリ・マイページの登録促進等）を積極的にす 

  すめ、ＷＥＢと対面推進の相乗効果による組合 

  員との｢深く｣｢長い｣関係づくりをすすめます。 
 

（4）組合員サービスの向上にむけて、「推進体制 

  の再編整備」に引き続き取り組みます。 
 

（5）社会課題の取り組み（「７才の交通安全プロ 

  ジェクト」・「こどもの成長応援プロジェク 

  ト」）を継続展開し、組合員・顧客との接点づ 

  くりをすすめ、こくみん共済 coop ブランドへ 

  の評価を高めていくことにつなげていきます。 

  また、長崎推進本部の独自の社会課題（子ども 

  の健全育成につながる地域活動）の取り組みも 

  継続します。 

役員名簿 2023年･2024年 

̶̶ 保障の相談は「こくみん共済coop」へ ̶̶


